


























り(Kramarski & Gutman 2006; Lan 1996 など)、負の相関関係を指摘する研究者もいる(Lynch 






SRLに関する調査では、Motivated Strategies for Learning Questionnaire（MSLQ、Pintrich, 
Smith, Garcia, & McKeachie 1991）がよく使用される。MSLQは、従来の（＝対面式による）
教育現場での使用を目的として開発されたものであり、オンライン教育におけるSRL測定に
は適切でないとの指摘もある（Barnard, Lan, To, Paton, and Lai 2009）。複数の研究者が、オン
ライン学習環境におけるSRLを評価するツール開発を進めてきた。例えば、Barnardらが開




て重要な要因である動機付け（Graham & Wiener 1996; Pintrich & Schunk 2002）に関する項目
が含まれいない。従って、本稿の著者は、Wolters、Pintrich、Karabenicの研究（2003）をベ
ースに、オンライン学習向けのSRL尺度を開発した(Goda et al. 2009)。 
Wolters 他（2003）により開発されたスケールは、全部で 103 項目あり、上記各フェーズ
について 3 つの領域（認知、動機付け、行動）からなる。Goda et al.（2010）は、オンライ
ン学習に関係ない項目を削除し、825 名の対象者から得たデータを用いて、新たな e ラーニ
ング向け SRL スケールを開発した。全部で 4 因子（情緒的方略、認知的方略、援助要請、





















































である(Pintrich et al. 1993)。組織的な時間管理方略は、学習達成の強力な予測因子となる 




時間を管理するか教える必要がある(Kitsantas, Winsler, & Iiuie 2008)。時間管理スキルの開発
は、SRL戦略のひとつであり(Zimmerman, Bonner, & Kovach 1996)、同スキルを獲得するため
の実際的な方法としては、(1)規則的な学習習慣をつけること（2）現実的かつ達成可能な目





























































































































































































図 1 毎日の LMS利用－2009年春学期 
 
熊本大学の CALL 
Computer-Assisted Language Learning (CALL)の利点のひとつは、オンライン環境さえあれ
ば、学生が自分のペースで学習できる点にある。熊本大学では、2002 年に新入生向け英語













サンプルには、CALL3 講座の受講者 132 名を含む。科目特有の違いによる影響を最小限
にするために、2 グループをコントロールグループとし、1 グループをトリートメントグル
ープに設定した。各グループの学生数は、コントロールグループ１（CG1）が 39 名、コン

























た。図 2 に示すように、個人リフレクション活動を行うトリートメントグループの SRL の
週平均時間は、およそ 9 週目および 10 週目から飛躍的に増加した。コントロールグループ
については、11週目まで大きな変化は見られなかった。10週目と 11週目、トリートメント
グループの学生の、教室外での SRLは平均 250~300分だった。一方、2つのコントロールグ





































Treatment Group: System 
+ Individual Reflection 
Control Group 2: System 
+ Classroom Reflection 
Control Group 1: System 
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  この科目でよくできるようになるために学習し続ける必要があると言い聞かせている 
  学習成果をみるために学習を続けるように自分を説得している 
  出来るだけ多く学ぶために学習しつづけなくてはいけないと自分に言い聞かせている 
  いい成績を取ることがどんなに重要なことかをいつも念頭に置いている 
  他の学生と同じように少なくとも一生懸命取り組むべきだと言い聞かせている 
  読み物や勉強をしなかったら、成績へどんな影響があるか考える 
  授業の他の学生より、よくできるようになりたいと言い続けている 
  より集中している時学習するようにしている 
  学ぶためだけに一生懸命学習するように自分を説得している 
  この科目のために学習時間を有効に使っている 
  学習していることや実践していることを得意になることがきるように心がけている 
  学習に集中できる場所で学習をいつもしている 
  たとえ学習内容がつまらない時でも、終わるまで学習し続けることができる 
  与えられた課題が終わったら自分のやりたいことをしようと思う 
  簡単に学習に集中できるように環境を変える 





  この科目の学習する時、ノートを見直し、重要な概念のアウトラインを作成する 
  この科目で大事な概念が何かを思い出させるためにキーワードを覚える 







  科目の内容を整理するために簡単なチャート、図、表などを作る 
  この科目の考え方をできるだけ他のコースの考えと関連付けるようにしている 
3.援助要請 0.833 この授業で、助けを得ることで、より良い学生になれると思う 
  この授業で、助けを得ることで、より賢い学生になれると思う 
  講義を理解するのに支援が必要な時、支援を求める 
  読み物で分からないところがある時、支援を求める 
  この授業で分からないことある時、支援を誰かに求める 
  もしこの授業で助けを得ると、一般的な考えや原理をより理解することになると思う 
  自分自身で問題を解決して答えを出すために学習するためにこの授業で支援を得たい 
  この授業で助けを得ることは、内容を理解したり問題を解決したりするために使うこ
とができる基礎的な原理についてよりよく学習するための方法であると考える 
  この授業で、助けを得ることで、内容を学ぶための能力が増すことになると思う 
4.自己独立性 0.781 他の学生は、この授業で支援を求めたら頭が悪いと思うだろう 
  この授業で助けが必要だと誰にも知られたくない 
  この授業で学習をしてきた内容を理解できているか確かめるのに自分で問題を作って
みる 
  この授業で学習をしてきた内容を理解できているか確かめるのに自分で問題を作って
みる 
 
 
